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──周作クラブ会報　101 号──

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
101
号

�

２
０
２
５
年
11
月
発
行

■
編 

集 

人　

亀
岡
園
子

■
副
編
集
人　

丸
田
明
利
、
杉
本
佳
奈

■
編
集
部　

�

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、�

高
木
香
織
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
１
０
０
号
記
念
号
（
前
号
）
を
発
刊
し
、
皆
様

か
ら
は
概
ね
好
評
を
い
た
だ
き
、
編
集
部
員
は
じ

め
各
委
員
、
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

が
、
何
箇
所
か
間
違
い
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
、
今

号
で
お
詫
び
と
訂
正
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
特
に
「
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
結
果
」
で
は
確
認
が
取
れ
な
か
っ
た
た
め
、

間
違
い
や
誤
字
な
ど
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
し
、

ご
自
分
の
箇
所
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
方

は
、
周
作
ク
ラ
ブ
ま
で
、
お
申
し
出
頂
け
れ
ば
、

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
当

に
失
礼
申
し
上
げ
ま
し
た
。�

（
亀
）

▼
今
号
か
ら
副
編
集
人
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
１
０
０
号
と
い
う
大
き
な
節
目
を
越
え
、

新
た
な
歩
み
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
編
集
に
加

わ
る
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

昨
年
３
月
ま
で
は
町
田
市
民
文
学
館
で
学
芸
員
と

し
て
勤
務
し
、『
侍
』
展
な
ど
を
担
当
い
た
し
ま

し
た
。
現
在
は
別
の
施
設
に
移
っ
て
お
り
ま
す
が
、

文
学
資
料
の
保
存
や
展
示
に
関
す
る
仕
事
を
続
け

て
い
ま
す
。

一
会
員
と
し
て
、
み
な
さ
ま
と
の
ご
縁
が
続
い
て

い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
み
な
さ
ま
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
誌
面
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

（
杉
）

10
時
～
17
時

▽�

主
な
展
示
資
料
（
予
定
）
…
…
聖
フ
ィ
リ

ポ
寮
庶
務
日
誌
／
書
簡
（
吉
満
義
彦
宛
、

井
深
八
重
７
宛
）
ほ
か
。

▽�

主
催　

聖
心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化

研
究
所
／
同
グ
ロ
ー
バ
ル
共
生
研
究
所

jim
u-kyosei@

u-sacred-heart.ac.jp
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周
作
ク
ラ
ブ
﹁
新
年
会
﹂
の
ご
案
内

日
時　

１
月
31
日
︵
土
︶

 
12
時
15
分
～
14
時
15
分

※�

12
時
受
付
開
始
。
そ
れ
以
前
は
会
場
に

お
入
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

会
場　

ラ 

メ
ン
サ 

ジ
ャ
ス
ミ
ン

 

︵L
a M

en
n
sa ja

sm
in

n

︶

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
４
の
２
の
24

聖
心
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ザ
１
Ｆ

 

０
３
・
６
７
１
２
・
６
７
５
７

※�

地
下
鉄
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
「
広
尾

駅
」
出
口
４
か
ら
徒
歩
２
分
。
出
口
を

出
て
右
方
向
に
。
最
初
の
角
を
右
折
、

そ
し
て
次
の
角
の
左
が
聖
心
グ
ロ
ー
バ

ル
プ
ラ
ザ
で
す
。

参
加
費　

７
︐０
０
０
円

▼�

恒
例
の
福
引
に
は
、
今
年
も
周
作
ク
ラ
ブ

な
ら
で
は
の
豪
華
景
品
を
ご
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
出
席
希
望
者
は
同
封
の
ハ
ガ
キ

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
２
０
２
６

﹁
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
﹂︵
予
定
︶

毎
年
５
月
に
行
わ
れ
て
い
る
「
遠
藤
文
学
・

原
点
の
旅
」
を
、
今
年
は
、

５
月
17
日
︵
日
︶
～
18
日
︵
月
︶

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

今
回
の
旅
は
東
京
の
中
の
遠
藤
周
作
ゆ
か

り
の
地
（
最
終
の
訪
問
先
は
、
遠
藤
先
生

の
眠
る
四
谷
の
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
）
で

す
。

詳
細
は
次
号
会
報
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

予
定
を
空
け
て
お
待
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

◆
遠
藤
関
連
の
展
示
会

岩
下
壮
一
と
い
う
多
面
体

―
20
世
紀
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

※
現
在
第
２
期
（
１
９
２
５
～
１
９
４
０
）
展
示
中

会
場　

聖
心
女
子
大
学
４
号
館
／
聖
心
グ

ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ザ　

Ｂ
Ｅ
＊
ｈ
ｉ
ｖ
ｅ
特

別
展
示
室

渋
谷
区
広
尾
４
の
２
の
24
（
地
下
鉄
日
比

谷
線
「
広
尾
」
駅
４
番
出
口
か
ら
徒
歩
１

分
）

会
期　

９
月
26
日
～
12
月
23
日
︵
月
～
土
︶
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✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

	

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

	

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送

ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」

「
周
作
忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品

の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、

そ
し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加

で
き
ま
す
。
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、

ハ
ガ
キ

0

0

0

か
Ｅ
メ
ー
ル

0

0

0

0

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
資
料
と
会
費
振
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
（
1
0
0
号
）
中
、
以
下
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
筆
者
に
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

▽
８
面
、
高
尾
直
子
氏
の
特
別
寄
稿
「
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
教
皇
さ
ま
に
謁
見
す
る
」
の
２
段

目
、「
15
時
に
ホ
テ
ル
へ
到
着
後
、
翌
日
に

訪
問
す
る
教
育
文
化
省
の
建
物
と
、
そ
の

翌
々
日
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
さ
ま
と
謁
見

す
る
建
物
を
30
分
ほ
ど
石
畳
を
歩
い
た
。」

の
文
末
は
「
建
物
を
確
認
す
る
た
め

0

0

0

0

0

0

30
分
ほ

ど
石
畳
を
歩
い
た
」
が
正
し
く
、
傍
点
の
部
分
が

抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

３
段
目
の
後
ろ
か
ら
14
行
目
の
文
章
は
「
愛
弟

子
の
デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
神
父
と
抱
擁
さ
れ
た
。

互
い
の
母
国
語
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
で
言
葉
を
交

わ
さ
れ
、
そ
の
喜
び
は
私
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
。

緊
張
が
和
ら
ぐ
。
教
皇
さ
ま
は
そ
の
後
イ
タ
リ
ア

語
で
こ
う
話
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く

は
「
愛
弟
子
の
デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
神
父
と
抱
擁

し
母
国
語
で
お
話
を
さ
れ
る
。
そ
の
喜
び
は
私
た

ち
に
も
伝
わ
り
、
緊
張
が
和
ら
ぐ
。
教
皇
さ
ま
は

は
な
（
話
）
さ
れ
た
」
が
筆
者
の
文
章
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
ま
た
、
９
面
か
ら
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
・
回

答
結
果
」
に
も
誤
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

大
澤
眞
里
氏
（
9
p
３
段
目
）
の
「
作
家

の
理
想
心
理
を
」
は
「
作
家
の
深
層
心
理
を
」

が
、
平
野
倫
明
氏
（
12
p
４
段
目
）
の
「
古

源
世
の
中
に
」
は
「
こ
げ
ん
世
の
中
」
が
筆

者
の
表
記
で
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
し
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。�

（
会
報
編
集
部
）

お
知
ら
せ


